
【図１】保健だよりのストレッチの紹介 

令和４年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践校報告書 

 
１ 実践校名 奥州市立衣川中学校 

 
２ 実 践 名 「６０プラスプロジェクト」 

～健やかな体づくりに主体的に取り組む生徒の育成を目指して～ 

 
３ 実施対象者 

衣川中学校 １～３年生（９０名） 

 
４ 目 標  「６０プラスプロジェクト」の推進を通して、心身の健康を自己管理できる意識や知識、

実践力の向上を図る。 

 
５ 実践内容 ・部活動を補完する地域活動（保護者会 

練習）の実施。 

・「毎日カップ～中学校のからだつくり 

コンテスト～」への応募。 

・保健だよりを活用（生徒が作成）した 

ストレッチの紹介(図１)や衣川地域散 

歩コースの提案。 

・ダンス的な運動を取り入れた部活動の 

準備運動。 

・残食調査や栄養士による食育指導等を 

通した食習慣の形成。 

・家庭科と連携し、市が主催する給食レ 

シピコンテストに応募。今年度、学校 

賞を受賞。（地産地消・食への関心の向上） 

 
６ 成 果 

・「体力・運動能力調査」の「２０Ｍシャトルラン」において、県との比較で良好な結果 

が出ている。毎日カップへの応募等、体力向上の成果を実感する機会を大切にしたこ

とが、生徒の運動意欲を喚起し、よい変容につながったものと思われる。 

・保健だよりや保健掲示を活用して曜日ごとに行うストレッチを紹介したり、衣川地域 

散歩コースを提案したりする等、けがをしにくい身体づくりとともに、日常生活の中 

に自然な形で楽しみながら運動を行う機会を取り入れることで、望ましい運動・生活

習慣の形成が図られた。 

・栄養士による食育指導、給食レシピコンテストへの応募をはじめ、SDGsを推進する生

徒会活動との関連を図った残食調査を通して、バランスのよい栄養摂取が成長期の身

体づくりに欠かせないことを学び、よりよい食習慣の形成を考えることにつなげるこ

とができた。 
 
７ 課 題 

・肥満傾向の生徒については、肥満の解消に向けて、継続的な運動習慣の確立とともに、

食習慣と生活習慣の改善も求められる。それらを相互に関連付けた取組を家庭とも連

携して進めていく必要がある。 

・多くの生徒がスクールバス通学であり、登下校で歩く距離は決して長くはない。日常

生活に運動が位置付いていない生徒もいることから、学校生活の中で、生徒が主体的

に取り組むことができる活動を工夫していきたい。 
 
８ 来年度以降

の予定 

・１学期の早い時期に、新入生を含めた全校生徒の「運動」・「食」・「生活」習慣の実態

を把握し、よりよい生活の確立が図られるよう各担当者が連携して取組を進める。 

・令和４年度の実践を継続しつつ、生徒がより主体的に取り組むことができる活動を検

討していく。 

 


















